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成田層より鰊のついたウニ化石の発見議

柴田松太郎＊＊ 神谷英利＊＊＊

1． はじめに

成田層古環境団研は，今年の夏第3回目の団研を行った。団研第1日目（昭和46年8月25日） ，

千葉県香取郡多古町割田付近の露頭において，成田層の化石床の観察と化石の採集を行った際，神

谷により鰊のついたウニ化石が発見された。ウニのはひじ上うにとれやすいものであるから，鰊

のついたウニ化石の発見は，ひじ生うに稀である。しかも，鰊のついたウニ化石は，ほぼ自生を示

すと考えられるので，とりあえずその産状と種の記載を行うことにした。

本小論の発表は，成田層古生態団研によって承認されたものである。ここに同団研の代表者大森

昌衛氏左らびに今年の夏同団研に参加した諸兄姉に心から感謝する次第である。また，本小論に使

用した現地露頭での疎のついたウニ化石の産状を示す写真は，同団研のメンバーの一人である東京

教育大学の犬塚則久氏が撮影したものである。記して同氏に感謝の意を表する。

ウニに関する文献については,地質調査所の田中啓策氏のお世話に宏つた。また，比較のために

現生のウニの標本を東京都立鷺宮高等学校の上原勉氏からお借りした。上記の両氏に対してもお礼

申しあげたい。

2． 化石の産地および標本

' 140｡ 27 ' 36")千葉県香取郡多古町割田Cl蝉35． 44 22〃東緯140． 27 36")。
標本9 46825W1, 46825W2 (ともに穀体の鋤｡ 46825W3 (疎のついたも｡。

＊ 1971年10月4日受理.Matsutaro SHIBATA,Hidetoshi KAMIYA

AFind of theFossi l Echinoidwith Spines fromthe

Narita Ij'ormat ion,Pleistocenep

＊＊東京都立燃宮高等学校 ＊＊＊東京教育大学
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3．化石の産状

中粒～粗粒の比較的陶汰のよい砂層中に，貝化石が密集する。貝化石層亟

に及ぶが，そのうち上半部はとくに，貝殻が密集している。貝･識の配列は，

る“掃きよせ'’による他生的左ものと思われる。

これに対し，下半部は比較的貝殻が少左〈，砂層中

に部分的に配列している。上半部にはみられない渦巻

状に貝殻が配列した構造のほか，両殻の閉じた二枚貝

（たとえば， 〃…P・ ノα,｡"… など）が垂直

に入っているのが目だち，全体として自生的左堆積衰

境を示すものと考えられる（第1剛。

化石群としては，型。o2ra ，“‘・afaγ @ ｡，

T4p低 〃 〃αγ# 且gg f口 GZ得哩ymBrじ ず U0 3
X:ウニ産出層準

E f faァPgp3 P児 αJj i 虐哩九，， C7・aJyos f ，r・ p

gjga〃' Spf r a4 Ja racル球n d n " # J, Afα一

害。錘回 fDkyoG泥身f コ フ Pα冗｡〃念 ノaPO Oz BGa

I'その他を含む内湾性群集を示しており，成田層上岩橋

化石帯に相当すると思われる。

本標本は，貝化石層下半部の最上部の粗粒～中粒砂
第1図ウニ産出↓

貝化石層の

第1図ウニ産出層

厚さは，全体で15’7z

＃の配列は，無方向に近く，いわゅ

X

準付近の貝化石層の柱状図

層中より産した（第1図×印） 。この層準には，他の （成田層古環境団研）

貝化石は比較的少ない。ウニは，口側面を下に，ほぼ水平に近い状態で埋積されて譲り，疎の大部

分が付着した蚕室の状態であった。練ば，大練。中練｡小練とも，むしろ周囲より口側面に多く付

着しておl) ,後方に傾斜していた(P4I,Figb l.)。

殻体の内部は，周囲と同質の砂粒によってみたされており，アリストートルの提灯は，囲口部に

おいて殻体内部へ陥没していた。誉た，歯1本および角錐1対半が失われていた。なお，殻体内部

をみたしていた砂粒中には，小練および貝殻の破片等も多少混入していた。

4．種の記載
a

OrdefEchinoida CLAus l876
1

SuborderTemnpleuroineMoRTENsEN,1942

Fami lyTemnopleuridaeA.AGAsslz l872
オ

Sudfami lyTemnopleurinaeA. AGAssIz, 1872

GenusTc77z7LopZe叫γzﾉ6，AGAsslz, 1841

re･77z,7LoPノ‘弘γ拠ふ んαγclujjct"(GRAY, 1855)

キタサンショウウニ

Pf. I, Figs, 2a, 2b, 2c, 3, 4a, 4b.
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殻体周囲の輪かくは，円形左いし亜五角形で，口側面(ｵざ膠担であるがやや丸みをおびており，囲

口部で丸く内側にまがる。反口側面は，大きく凸に湾曲しており，頂上系はやや高まっている。殻

体は厚くて強固であり，殻体の大きさの割りに重たい。各殻板の水平な縫合線は顕著な横溝をつく

り，間歩帯で特に箸るしい。これらの横溝は，口側面の縫合線には認められ左い･眼板は5個とも

ほぼ同じ大きさで小さく，生殖板の間に挿入することもない。生殖板も， 5個ともほぼ同じ大きさ

で，穿孑[体のみが箸るし<大きいということばない。大練は殻径の約'／3の長さを有し,断面は

扁平，基部は紫褐色を呈するのが，先端では色彩が失われている。中脈も断面は扁平であるが，小

聴の断面は丸く，先端はとがっている。疵はすべて無穿孔で，大疵では大体’3の鈍鋸歯が認めら

れる。周囲では，歩帯の中は間歩帯の中の約1／2で，歩帯および間歩帯には大挽の2縦列が認め

られる。注た，間歩帯においては，周囲において，大瀧の2縦列の問に中擁の2縦列が認められる．

有孔部の巾は約’”で対孔列は周囲の輪かくにほぼ垂直である。各歩帯板には， 3個の対孔が存在

する。歯は龍骨突起を有する。

5．現生のキタサンショウウニの分布および生態。

西山（1966）によれば，キタサンシヨウウニの地理的分布は，西日本は神戸沖あたりから北

日本に分布し，東北日本の沿岸水（5～35心中に普通にみられるという。また，新日本動物図

鑑には，三重県烏羽から函館まで分布すると記されている。つまり，本種は日本列島の太平洋沿岸

に固有の，どちらかといえば北方種である。

6‘ このほかのキタサンショウウニの化石の産地

1）東京都板橋区成増町厚生病院前の靴緯35． 47' ，東経139． 38′ 44う東京層＊
2）千葉県成田市日吉倉（北緯35。 45ノ 05〃 ，東経140． 19' 40'）成田層＊＊
以上のほかに，西山（1966）によって次のエう左産地が報告されている。

3）千葉県香取郡多古町染井※（北緯35｡ 44'03ﾂ，東経140． 27ノ 3《）成田層
4）千葉県山武郡芝山町朝倉靴緯35． 43'26"，東経140｡ 24'13") 成田層
5）東京品川（北緯35． 37'34"，東経139。 44'30"）東京層
6）神奈川県横浜市鶴見区花月園の北側CI上緯35o 30'・東経139｡ 40'04")東京層

一一

＊今年の春，東京都立燃宮高等学校において実施した地学巡検において，本校の1年生大

沼弘和君によって採集されたものである。記して同君に謝意を表する。

*＊東京教育大学の犬塚則久氏により採集されたものを見せていただいた。同氏のご好意に

感謝する。

※われわれが採集した場所とは異なるが，近くである｡，
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z考察および結論

3でのべた化石の産状および5でのべたキタサンシヨウウニの生態から考えて，この卿のついた

ウニは，内湾性の砂地の浅海底で，死後柳がまだ脱落し漆いうちに，殼体が中粒～粗粒の砂によっ

て埋積され,殻体内部の腐敗が進行するにつれて，囲肛部および囲口部も開口し，そこから周囲の

砂が殻体内に浸入した。そのとき，囲口部においては，アリストートルの提灯がばらばらに在りな

がら殻体内部に陥没し，角錐の一部および歯の一部が失われたものと考えられる。すなわち， この
キタサンショウウニは，死後ほとんど他所に運搬されることなく，砂層中に埋積された自生の化石

と考えられる。
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AFind of theFossi l Echinoidwi thSpines from

theNaritaFormat ion,Pleistocene.

by

Matsutaro SHIBATAandHidetoshi KAM,YA

KAMIY4 one of thewriters, col lected thefossjl
echiIIoid ivith spines fromthe cliff nearWatta,Takomachi,
Katorigun,ChibaPrefecture.The fossi l echinoidwaSin -
cluded in theNaritaFormation, it corresponds to theKam-
i iwahashi fossil zone,Pleistocene｡

The fossi l echinoid is recognized to belong to r'em-

"ople"J･"s んardMjic/t j jGRAY) by the following characters:
ap~ical area is somewhat raised,primarySpines are fjat
aild their base are purpl ish brown, angular pi ts of the
horizontal sutures are large, sharp and bev､elled, primary
tubercles dist inctly crenulated,number of ctenulationon
the primary tubercles are aboutl3h

Theoccurrence of the fossil echinoidwi th spines is
as fol lows.The fossi l enclosure of theNarita Formatio｢F
of this area consists of two types, that is, the lower is
autochthonous type and theupper is allochthonous tyP皇
i56~f555II~56hifi6id~Was collb6ted fromthe boundary of
both types of fossi l enclosure･Themouth of test M･as be－
low, but- the testwas somewhat slantingThe test wasPo-
ferea~WifiT sPi iiesmuchmore onoral s&de than [he aboral
side, and thespines fel l backward.
Wg fhIiik fi,at the fossi l echinoidwit}] spines is
autochthonous fromthe above occurrence.
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抄録

I.A・ DuBRoVo :ソウィエトのパレオロクソドンのゾウ(P@z"'｡"｡"｡cj｡”属）

Ⅲ．A、且y'bPOBO(1979)

nEJI EOJIOKCOHOHTHbIE CJIOHbI CCCP(Po八Pajac。”。＆｡7z, ) .

py Ha eoHMo o recKoro UHcMIIMyMa MoU XXXV

HebHile c H cccp LlacMb I I , 35-61

この論丸ま，エレファント亜科にふくまれる各属との比較からPaZceoZo""do礼を認め， ソ

ヴィエト産のPaZ(zeojo"ofZo礼を記載し，系統を論じたものである。内容は, 1.調査の方法，

2.分類法， 3.ソ連のPGZceojo"odo花の地質年代, 4.PGJceojo"odo”の起源とソ連内で

の歴史と生活環境，の4章にわかれている。

1．調査の方法

これまで，そうの頭蓋計測の基準という恥のがなかったので，頭蓋と下顎骨の計測と示数を設定

するのが合理的であろう。この場合，臼歯の咬合面を水平に保つことにする。

2．分 類 法

エレファント稗まステゴドント亜科とエレファント亜科にわかれる。エレファント亜科は，咬板

間の形と，歯冠セメントの強い発達で，ステゴドント亜科と区別される。

現在，エレファント亜科には8属がはいっているが，不十分な点もあるCで，主要な種の目録を

あたえることにする。

Pγofej8Pん。‘:P7･｡pj(zn,z/･7･07@s

』γcﾙｫ《”3んodo乃：4加eγZfZo泥ajZs

"efαγcA,Zdasルリdo71, 8Mef・’γz9秘a

"a沈刀z秘渉ん拠夕：皿． t7010氾士ん87-ZZ,肱。 P7z加乙"971'zzLJ,

_Lo錘｡do脇t(z :ムαJfzcα腿a

PaJa8ojo"odo71,

EJepん⑦夕:"．27zdZcl4J.

Hypsc'"Pんas：丑．んy'f，私乱γもc池＄

PZα渉gZepZ@s, :PJaf．PZα渉ycepん②z邸s

PaJagojozodo泌は，松本(1924)によって命名された。オズボーン(1931)は産

ヨーロッパのPajaeojo"odo71,をわけて，〃gJ,Pe7-ojo"odo泥をつくった。そのおもな差

異I"arieto－frontal crestの有無であった。しかし， ソヴィエトやイタリアで発見さ

＊ この図は「化石の研究法」に引用されている。
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れた頭蓋には，それがあり，そのほかの差異は種の段階をこえるものではない。従って，

PaZceojo"0仏。"， とHeJ,pe7olo"0do7ルは1属P(zZ(zeojo"odo7砂に合同される。

PGjzeojo"odo"とほかの属との比較は，おもに頭蓋と臼歯によっておこなう。Pcjoeo-

jO"ocZo祁の最大の特徴は，下端にむかって大きくひらく切歯骨である｡それは下端付近では，

頬骨弓間の幅をしのぎ，そのために，牙の出口では，牙の内側から正中線までの距離は，牙の歯槽

の直径をこえている。

第二の特徴ま, Parieto-frontal crestの存在である。これはHyp'j,ejep"cJ, に

もあるが，それはもっと小さいものである。

そのほかに，高い頭蓋短くて幅広い額，側頭線と正中線との角，外鼻孔の位置と形，広い後頭

部，頬骨弓間の幅，後頭部の傾き，後頭一頭頂部の形，牙の大きさと形，臼歯では，高くて狭い歯

冠，咬板数，稜頻度，エナメル厚,Loxodont sinusの存在などで，〃αm"1拠f"".s,,

PT･ofejepルαJ,'4ヶcんzd”ルリ4on,, Lo"odO7Lt(z ,"jc〃んαJ,,"yPJejepんα吟

PZtztefr epんαJ,,"efαγ◎んZddsto〃・他とPaZagoZO"odo況は異っている。従って

PzjtzgoZo"odo7I,は単独の属とするのに十分である。

Pgjzcojbo"odo71,と最鳴近いのはLo"ocZO71,f@で，切歯骨の大きな開きとLOxodont

sinusの存在が，その類似点である。また，最も遠いのはⅢα77Z,Wl."tん秘‘,で，頭蓋のつくりと牙

の形で，そのちがいは著しい。

PaZ(zeojo"od07’のなかぬ種では， ヨーロッパの種が， α刀fZ9u,"3 1種にまとめられて

いるが， α秘s07t,Z2L,s,, Zf@ZZcu,sr geγ郡α71,'cu,J,などは,別種あつかいにするのが正しいと

思う。

南西トルクメニア産の新種, Pzjzeojo"0do71, t拠γルme71,tc"J' DuBRovo , 1955

は，大きな頭骨に小さなparieto-frontal cl･estをつげている。切歯骨は先端付近で広

く鼠頬骨弓はわりあいに低い。臼歯は大きく，咬板数は19，稜頻度はM3で5/1001wIMyM3

では4．5／100”，エナメル厚は3～3．5”である。 I oxodont sinusは上顎では不十分

だが，下顎の臼歯ではかなりよく発達している。牙は3"2以上になるだろう。これらのことから，

この頭骨は疑いなくPajaeoZo"odo礼に属している。

しかし，ほかの種よりは切歯骨と牙のひらきがやや小さく，臼歯が大きい点が異なっている。そ

のほかy も舌aZZc私的ge了加α乃Zeu,J" α弘so伽. f"J,， α抑"9zL払⑲，加cT･Zd2071,αZoZde6，，

，，α加adjo弘，のそれぞれと異なった点が，頭骨と臼歯にみとめられる。

P・ 世泌γル加‘冗zc2‘ぶはより原始的な臼歯（稜頻度が低く，エナメル厚が厚い）により，

yeγ加α",zcz"､と異なり，それは年代の古さを示している。また稜頻度の低L､点で， a7I,fZqzl,"J

および， 加GTZ(Mo7z,αZofdg，に近く，臼歯全体ではα汎オz2泌払'に最も近い。
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3． ソ連のPajaeojo"odo元の地質年代

ソ連産のPzZzeojo"odo祁の化石はごく少なく，その多くは年代がきまらない。 トルクメニ

ア産の化石は，古代河川の段丘層のなかの多量の粘土質の礫をふくむ細粒砂から産出したものであ

る。この地層は， ヒヨート・ロブの最近の研究によって，前より囎古い年代のちのとなった。

そして，明らかになったことは， ソ連産のPGZQgOjo"0do祁は，下部洪積世と中部洪積世の

初め（ミンデルーリスの初めよりおそくはない）の恥のだということである。

4． Pa"zeoZo錘。dc花の起源とソ連内での歴史と生活環境

PaJaeOjo"odo冗の祖先は丑γc"Zdjskodo祁 加ef､#dZo7zcjZsではなく，松本

（1929）喝いったように' P7･ofeJcPんα駁pZGTzZrγ･れぶに近い型であると思う。産出

層準と，頭骨や臼歯の特徴から，このことがいえる。

ソ連産のPcjqgoZo"od。",の臼歯から， α祁"9zL"・→士泌γルmen,jczL,s,→加e.rad-

迦施αZoZffe・という変化の方向力軽とめられる。すなわち，歯冠高，稜頻度の増大，およびエ

ナメル厚の減少である。

PaZzeojo"o4o7しは，頭蓋c姿勢と，短くて高い胴体から，森林のぞうであり，頻度の低い

咬板と，高い歯冠から，葉や草を食べたと推察される。また，北の地方や，寒冷期の地層から，そ

の化石が発見されないことから，暖かい気候に順応していた動物だろうと思われる。

この抄録は，大浦清氏の全訳を，国立科学博物館の長谷jl l善和氏の御好意により提供されたもの

について,筆者が要約したちのである。ここに記して感謝いたします。

（東京教育大学理学部地鉱犬塚則久）

－45－


